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定時総会、日本銅センター賞授賞式開催NEWS　

日本銅センターでは、去る5月25日、東京コートヤード・マリオット銀座東武ホテル
において定時総会および理事会を開催し、下記の通り役員を選出した。
〈新任〉　会長　仙田貞雄　日本鉱業協会会長、三井金属鉱業（株）代表
　　　　　　　　　　　　 取締役社長
〈新任〉 副会長  橋田隆雄　 一般社団法人日本伸銅協会会長、三菱伸銅（株）
　　　　　　　　　　　　　取締役社長
〈新任〉 副会長 吉田政雄  （社）日本電線工業会会長、古河電工（株）代表
　　　　　　　 　　　　　 取締役社長
〈再任〉専務理事 日高俊信　一般社団法人日本伸銅協会専務理事
また、同日同会場において第37回日本銅センター賞の授賞式を開催した。受賞
者は次の通り。
●（株）ユニ設備設計　（建築用銅配管の設備設計を通じ銅管の普及と、論文
　　　　　　　　　　 や講習会で銅管の衛生性・耐震性などの紹介により
　　　　　　　　　　 銅管のイメージアップに寄与）
●（株）アタゴ製作所　 （ガス・石油機器及びエコキュート関連製品の伸銅品
　　　　　　　　　　使用による長年の需要貢献）
●高橋　堅建築設計事務所
　所長　高橋　堅　　（世界初！内装に殺菌効果のある黄銅を全面的に採
　　　　　　　　　　 用したクリニックを設計及び監修）
●東京演劇かつら（株） （伝統歌舞伎の「かつら」を銅板で製作）

上海万博チリパビリオンに於いて2010年8月3日から12日まで
の10日間、銅に係るシンポジュームが開催された。チリは世界
一の産銅国で、チリ国営の銅鉱山会社であるコデルコ社が
中心となって中国の人たちに銅に対する理解を深めてもらう
ために催したイベントである。
銅の殺菌特性に関するセミナーには、北里大学　医学部　
笹原武志先生と建築家　高橋堅氏が日本より招かれ、それ
ぞれ興味深い講演をし、大きな関心を集めた。
笹原先生は8月3日に北里大学病院での研究を中心に銅及
び銅合金の殺菌特性と実際の病院での感染率低減に関し
て講演した。笹原先生には、上海も日本同様高齢者が多く、
老人介護病棟での感染率低減効果を知りたいとの質問があ
り、高齢者医療に関心が高いことが伺えた。また細菌ｻﾝﾌﾟﾘﾝ
ｸﾞ方法を教えて欲しいとの質問もあり具体的な検査実施の
意向もみられた。
高橋氏は8月3日、4日の両日、昨年浦安にリニューアルオープ

ンしたBrass Clinicの材料選定の根拠としてBrassが殺菌特
性を有すること、色合いを考慮しﾗﾝﾀﾞﾑｵｰﾋﾞｯｸｻﾝﾀﾞｰ処理を
採用したことなどを中心に講演した。高橋氏には、コストアップ
がどの程度になるかという質問があり、費用対効果について日
本と同様厳しいことが伺えた。
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〈委員長〉堀田修司（（株）神戸製鋼所）
〈委員〉鉱山／塚本弘之（三菱マテリアル
（株））、鏡原俊一（パンパシフィック・カッパー
（株））、永田禎彦（日本鉱業協会）伸銅／
谷敬三（（一般社）日本伸銅協会）電線／
湯谷彰（（株）フジクラ）、後藤信之（（社）
日本電線工業会）（（社）日本銅センター）
和田正彦、幸洋二

創刊５０周年の新たなスタート。本誌１７０号
が校了。関係各位の皆様に感謝いたしま
す。
電子情報が盛んな世の中にあって、その反
面、活字文化（紙媒体）の効用が見直され
ている。「銅」の発信媒体としてさらに進化
に努めていきたい。
最近、宇宙ブームである。

宇宙オリンピックの金メダルとも評される小
惑星探査機「はやぶさ」の壮挙。では取材
をと勢い込んだところ、情報開示のカベに
アウト。
「銅」がお役に立っていたんだ・・・と勝手にロ
マンを掻き立てています。

編集デスク  斉藤  久嘉（（社）日本銅センター）
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瀬戸内国際芸術祭2010開催中。
銅管を使用したアート「雨の路地」が人気！

TOPICS　1

「水木しげるロード」は大賑わい！
銅製妖怪に思わず崩れる相好

TOPICS　2

7月19日から高松港周辺と瀬戸内海の7つの島で、内外の100人近いア
ーティストが参加し開催されている「瀬戸内国際芸術祭2010」で銅管を
使用したユニークなアート「雨の路地」が出展され、その斬新な発想に注
目が集まっている。
この作品が設置されたのは香川県の男木島で、アーティスト谷山恭子氏
の作。狭い男木島は細い路地が網の目のように走っている。その路地を
抜けて行くと、頭上にはたくさんの銅管の先に島内で使用されてきたバケ
ツ、タライ、ヤカンなどが設置されている。一定時刻になると水が供給され、
そこだけ降雨状態に。谷山さんは、島民との会話の中で水が何よりも貴
重だったということを聞き、井戸水や雨樋の水を利用して恵みの雨を降ら
せる事を発想。頭の上の銅管と生活用品の組合わせに感嘆の声がしき
り。この芸術祭は10月31日まで行われる。

漫画家・水木しげる氏が生んだアニメ「ゲゲゲの鬼太郎」に登場する妖
怪たちが“生息”する鳥取県境港市の「水木しげるロード」が評判を呼
び、この夏休みを中心に押すな押すなの大盛況。NHK朝の連続ドラマ
「ゲゲゲの女房」もまさに放映中で、この人気に拍車をかけた。
　ロードには“鬼太郎”をはじめ、“ネズミ男”“猫娘”“一反木綿”など水木
ワールドの139体の青銅製妖怪
（まだこれからも増殖中とか）が、
オドロオドロしくも愛らしく観光客
を迎えている。鬼太郎トレインや
鬼太郎フェリーなども走り、いま
や町は鬼太郎一色だ。是非一
見あれ！

キタロートレイン
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